
 

食育保健だより 
 令和６年１月 NO．５３ 

そ よ か ぜ 保 育 園 

あけましておめでとうございます。 

暦では初春ですが、まだまだ厳しい寒さが続きますね。 

今年はどんな一年になるのでしょうか。今年も元気に過ごすために、食事・運動・

睡眠のバランスを大切にしていきましょう。 

日本では、お正月をはじめ、たくさんの行事があり、これらは必ずと言ってよい

ほど食べ物とかかわりがあります。時代の流れとともに薄れてきたものもあります

が、古くから伝わる行事や食事を大切にし、これからも家庭と保育園で子どもたち

に伝えていきたいですね。 

熱がある時は、水分補給を十分に行いましょう。また、喉の痛み
があるため、熱い物や刺激物、柑橘系の果物は避けましょう。回
復後、まれに急性腎炎やリウマチ熱にかかることがあります。症
状が消えても、医師の指示があるまでは、薬の服用をやめないよ
うにしましょう。 

溶連菌（ようれんきん）感染症とは、溶血性連鎖球菌
という細菌による感染症で、喉の痛みを伴う咽頭炎の
２割程度がこの菌が原因と言われています。５～10
歳くらいまでの子どもがかかりやすく、発熱で気付か
れることが多く、咳やくしゃみなどでうつります。 

溶連菌 
感染症 

２～５日の潜伏期間の後、喉の痛みや、
扁桃腺が腫れる症状から始まり、頭痛、
体のだるさなど、かぜの症状と同時に
38～39℃の高熱が出ます。発熱から２
～３日経つと、首や胸、手首、足首に粟
粒状の発疹が現れて強いかゆみを伴い、
やがて全身に広がります。同時に、舌に
イチゴ状の小さくて赤いブツブツとし
た発疹が現れます。 

溶連菌感染症と診断されたら、抗生物
質を10日から２週間程服用します。
早い時期から服用する程、治療効果が
あると言われています。発症から５日
程経つと、熱も下がり、発疹や喉の痛
みも治まります。予防には、手洗い・
うがいが基本です。 

スキンケア 

湿度が50％以下になると、皮

膚の乾燥が始まると言われて

います。加湿器の使用や洗濯物

の部屋干しなどで、室内の湿度

調節を行い、衣類は通気性がよ

い物を選びましょう。特に乳児

は、冬場だけでなく一年を通し

たスキンケアが欠かせません。

医師や薬剤師に相談して、子ど

もの肌質や年齢に合った保湿

剤を見つけておくのもよいで

しょう。 

乾燥対策のポイン

●入浴ポイント 
 
毎日の入浴で体を清潔に保つことは
大切ですが、洗浄力の強い石けんやボ
ディソープで洗うと、かえって肌を乾
燥させます。洗浄力がゆるやかで刺激
の弱い物を少量、よく泡立ててから使
いましょう。肌が乾燥気味の時は、タ
オルを使わず、手で優しく洗う程度で
十分です。また、保湿成分を含む入浴
剤を使用するのも効果的です。かゆみ
が強い時は、ぬるめの湯温で入浴しま
しょう。  

  

 


